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11
月
17
日
に
待
望
の
片

坂
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
。

幡
多
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

は
も
ち
ろ
ん
産
業
、
観
光
振

興
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

機
能
効
果
な
ど
に
期
待
が
持

た
れ
て
い
る
が
、
行
政
の
立

場
と
し
て
地
域
に
活
力
を
生

む
企
画
提
案
を
行
う
こ
と
で
、

期
待
も
高
ま
り
一
層
効
果
を

生
む
こ
と
に
な
る
が
、
打
つ

べ
き
戦
略
は
あ
る
か
。

　  

今
西 

海
洋
森
林
課
長

　

開
通
後
の
町
内
の
主
な
関

連
施
設
で
の
速
報
値
を
見
る

　
と
、
対
前
月
比
で
２
割
〜
４

割
の
来
客
数
及
び
売
り
上
げ

の
ア
ッ
プ
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
機
会
を
捉
え
て
、
10

月
１
日
よ
り
商
工
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
砂
浜
美
術
館
、
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
町
を
含
め
て
、

「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
黒

潮
町
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

隣
接
の
四
万
十
町
や
県
と
共

　

に
将
来
的
な
高
速
道
路
、
四

国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
促
進
も
含
め
て
、
よ
り

地
元
地
域
で
の
賑
わ
い
効
果

を
高
め
、
地
域
同
士
で
の
連

携
を
一
層
強
化
し
て
い
く
活

動
を
開
始
し
た
。

　  
大
西 
町
長

　

開
通
に
よ
り
交
流
人
口
の

拡
大
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
四

万
十
中
央
か
ら
西
の
連
結
、

そ
し
て
佐
賀
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

伸
に
な
れ
ば
は
る
か
に
大
き

な
終
点
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

　

終
点
効
果
を
全
域
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、準
備
期
間
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
に
商
工
部
門
を

佐
賀
支
所
へ
移
し
て
、延
伸
効

果
を
佐
賀
地
域
で
、し
っ
か
り

と
最
大
限
吸
収
で
き
る
よ
う

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

  

３
年
前
か
ら
ア
マ
ダ
イ

の
種
苗
放
流
や
イ
セ
エ
ビ
を

対
象
に
し
た
漁
場
造
成
（
投

石
）
を
計
画
し
沿
岸
漁
業
再

生
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

こ
の
実
績
と
来
年
度
以
降
の

予
算
化
を
問
う
。

　  
今
西 
海
洋
森
林
課
長

　

平
成
28

、
29

年
度
に
ア
マ

ダ
イ
種
苗
一
万
尾
を
放
流
し

て
い
る
が
、
商
品
サ
イ
ズ
ま

で
成
長
す
る
に
は
、
一
定
の

期
間
が
必
要
で
あ
り
な
が
ら

も
資
源
が
回
復
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
度
も
放
流

の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

イ
セ
エ
ビ
対
象
の
投
石
に

つ
い
て
は
、
製
鉄
企
業
と
の

協
力
で
効
果
検
証
を
実
施
し

て
い
る
が
、
不
漁
時
期
と
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
全
体
の
漁

獲
量
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

今
年
度
の
実
績
だ
け
で
費
用

対
効
果
を
検
証
す
る
の
で
は

な
く
、
漁
業
者
の
意
見
を
聞

き
、
方
向
性
を
見
い
出
す
。

　

  

旧
佐
賀
保
育
所
の
利
用

は
、
昨
年
６
月
か
ら
教
育
委

員
会
や
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
、
地
域

の
集
会
所
的
な
ス
ペ
ー
ス
、

防
災
に
特
化
し
た
京
都
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
室
な
ど

の
利
用
が
決
定
さ
れ
た
。

　

６
月
議
会
で
予
算
化
も
さ

れ
た
が
、
い
ま
だ
工
事
発
注

に
至
っ
て
い
な
い
、
理
由
は
。

　  

矢
野 

地
域
住
民
課
長

　

こ
の
施
設
は
国
か
ら
の
補

助
金
投
入
と
起
債
の
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
た
め
、
補
助

金
返
還
を
回
避
す
る
手
続
き

は
済
ま
せ
た
が
、
承
認
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
工
事
発
注
に
つ

い
て
は
、
繰
越
明
許
、
ま
た
は

平
成
31

年
度
当
初
予
算
に
再

計
上
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　【
そ
の
他
の
質
問
】

・
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
行
政
に
つ
い
て

答

答

答

答

放
流
・
漁
場
造
成

　  
の
整
備
は

  

前
向
き
な

 
 　

　

予
算
化
で

水産業振興

旧
佐
賀
保
育
所
の

　
　  　
改
修
は

 

国
の
許
認
可

 　

 

時
間
が
必
要

地域活動

片
坂
バ
イ
パ
ス
開
通
後
は

　

 
地
域
連
携
で
活
動
強
化
を

地域活性化

片坂バイパス出入口付近

漁場造成（投石）事業

問

問

問
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